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平
成
7
年
5
月
3
日
、
市
民
の
期
待
を
一

身
に
背
負
い
、
市
の
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
誕
生
し
た
白
石
城
が
、
今
年
開
門
10
周
年

を
迎
え
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
以
来
、
市
の
観
光
の
拠
点
と
し

て
、
ま
た
郷
土
の
中
核
施
設
と
し
て
市
民
か

ら
親
し
ま
れ
て
き
た
白
石
城
は
、
今
年
一
つ

の
節
目
を
迎
え
、
次
の
目
標
へ
向
か
っ
て
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
と
な
り
ま
す
。

市
で
は
、
こ
の
節
目
の
年
を
記
念
し
て
、

こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
市
民
茶
会
や
菊
花

展
な
ど
の
開
催
と
併
せ
て
、
市
民
を
ま
じ
え

た
白
石
城
開
門
10
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員

会
を
設
置
し
、
新
し
い
市
民
参
加
型
の
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
て
、
白
石
市
の
活
力
を
市
内

外
へ
発
信
す
る
契
機
と
す
る
と
と
も
に
、
白

石
城
へ
の
新
た
な
誘
客
と
地
域
振
興
を
図
り

ま
す
。（
平
成
17
年
4
月
〜
11
月
ま
で
、
白
石

城
及
び
白
石
駅
前
商
店
街
な
ど
）

①
白
石
城
御
前
試
合
（
仮
称
）

江
戸
時
代
、
将
軍
の
前
で
行
わ
れ
て
い
た

囲
碁
及
び
将
棋
の
試
合
を
再
現
し
、
知
的
ゲ

ー
ム
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
し
ま

す
。

●
白
石
名
人
決
定
リ
ー
グ
戦

囲
碁
・
将
棋
そ
れ
ぞ
れ
白
石
市
在
住
の
強

者
8
名
を
選
抜
招
聘
し
て
リ
ー
グ
戦
を
行

い
、
勝
者
を
そ
れ
ぞ
れ
の
名
人
と
認
定
し
ま

す
。決

勝
戦
は
そ
れ
ぞ
れ
天
守
閣
で
行
い
、
本

丸
内
で
は
、
大
盤
を
使
用
し
て
プ
ロ
棋
士
が

同
時
解
説
を
行
い
ま
す
。

●
団
体
戦

囲
碁
・
将
棋
合
わ
せ
て
1
5
0
名
前
後
の

参
加
者
（
小
中
学
生
を
含
む
）
を
、
そ
れ
ぞ

れ
2
チ
ー
ム
に
分
け
て
団
体
戦
を
行
い
ま

す
。

②
白
石
城
・
夏
の
祭
典
ス
ペ
シ
ャ
ル
（
仮
称
）

市
内
各
地
域
の
神
楽
、
太
鼓
や
日
舞
な
ど

の
団
体
を
一
堂
に
会
し
た
競
演
を
行
い
、
併

せ
て
白
石
城
本
丸
地
内
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す

る
「
白
石
夏
の
夜
の
宴
」
を
展
開
し
ま
す
。

●
伝
統
芸
能
披
露

白
石
城
本
丸
芝
生
広
場
に
特
設
ス
テ
ー
ジ

を
設
け
、
太
鼓
、
神
楽
、
長
唄
、
謡
曲
、
日

舞
な
ど
を
披
露
し
ま
す
。

●
太
鼓
グ
ル
ー
プ
な
ど
に
よ
る
共
演

昔
、
京
都
の
お
囃
子
を
も
と
に
つ
く
ら
れ

た
と
い
う
「
白
石
囃
子
」
を
基
に
ア
レ
ン

ジ
・
作
曲
し
た
「
景
綱
囃
子
（
仮
称
）」
を
、

太
鼓
・
神
楽
な
ど
の
団
体
が
共
同
で
演
奏
し

ま
す
。
さ
ら
に
踊
り
（
振
付
）
も
創
作
し
ま

す
。ま

た
、
こ
の
日
は
本
丸
内
に
お
い
て
屋
台

コ
ー
ナ
ー
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の
ス

ペ
ー
ス
を
設
け
、
地
域
特
産
品
や
手
作
り
品

の
販
売
を
行
っ
た
り
、
大
道
芸
人
に
よ
る
演

技
披
露
も
行
い
ま
す
。

③
親
子
甲
冑
武
者
・
初
登
城
白
石
城
（
仮
称
）

夏
休
み
期
間
を
利
用
し
て
、
甲
冑
工
房

「
片
倉
塾
」
の
協
力
の
も
と
、
市
内
小
学
生

（
5
〜
6
年
生
）
や
親
子
で
甲
冑
づ
く
り
を

行
い
ま
す
。
そ
の
後
、
つ
く
っ
た
甲
冑
を
身

に
つ
け
、
在
来
線
白
石
駅
か
ら
白
石
城
ま
で

総
勢
1
5
0
名
の
甲
冑
行
列
を
行
い
、
白
石

城
本
丸
で
凱
旋
式
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
行

列
の
道
中
や
本
丸
内
で
も
イ
ベ
ン
ト
を
行
い

ま
す
。

午
前
8
時
半
か
ら
の
開
門
式
に
は
行
列
が

で
き
る
ほ
ど
で
、
直
後
か
ら
集
ま
り
始
め
た

観
光
客
は
入
城
ま
で
一
時
間
待
ち
と
い
う
盛

況
ぶ
り
で
、
オ
ー
プ
ン
初
日
だ
け
で
5
4
5

2
人
が
天
守
閣
に
登
り
ま
し
た
。
こ
の
年
の

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
、
タ
レ
ン
ト
の
池

谷
幸
雄
さ
ん
が
片
倉
小
十
郎
に
扮
し
た
片
倉

公
ま
つ
り
に
7
万
人
、
ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ

で
行
わ
れ
た
全
日
本
こ
け
し
コ
ン
ク
ー
ル
に

期
間
中
9
万
6
千
人
と
、
併
せ
て
約
17
万
人

の
人
出
を
記
録
し
ま
し
た
。

白
石
城
天
守
閣
脇
に
建
設
が
進
め
ら
れ
て

い
た
白
石
城
鐘
堂
が
完
成
し
、
落
成
記
念
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

入
場
者
数
50
万
人
を
達
成

（
平
成
8
年
2
月
12
日
）

白
石
城
開
門
（
平
成
7
年
5
月
3
日
）

白
石
城
鐘
堂
落
成
式
（
平
成
8
年
10
月
12
日
）

オ
ー
プ
ン
以
来
の
関
連
施
設
を
含
め
た
有

料
入
場
者
数
が
50
万
人
を
突
破
し
、
記
念
す

べ
き
入
場
者
に
、
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

白
石
城
開
門
10
年
の
あ
ゆ
み

白
石
城
開
門
10
年
の
あ
ゆ
み

▲落成式でのテープカット風景▲50万人目、東京都杉並区の自営業・孫竹三夫さん

▲落成式でのテープカット風景

市
内
の
伝
統
芸
能
団
体
が
参
加
し
て
毎
年

行
わ
れ
て
い
る
「
城
の
会
」
が
、「
白
石
城

復
元
5
周
年
記
念
城
の
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。当

日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、
天
守

閣
で
は
、
特
別
出
演
の
喜
多
流
能
楽
師
・

佐
々
木
宗
生
さ
ん
の
仕
舞
「
田
村
」
を
は
じ

め
日
本
舞
踊
や
箏
曲
、
詩
吟
、
横
笛
な
ど
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

西
暦
1
6
0
2
年
に
片
倉
小
十
郎
景
綱
公

が
白
石
地
方
を
拝
領
し
、
白
石
城
に
入
城
し

て
4
0
0
年
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念
し
て
、

白
石
城
や
碧
水
園
で
多
彩
な
催
し
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

▲白石城茶会（白石城天守閣ほか）

▲横笛を演奏する「城の会」メンバー

今
年
５
月
２
日
、
白
石
城
の
オ
ー
プ
ン
以
来

の
有
料
入
場
者
数
が
１
０
０
万
人
を
突
破
し
、

風
間
市
長
か
ら
白
石
城
の
絵
柄
の
入
っ
た
と
っ

く
り
と
こ
け
し
の
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

記
念
す
べ
き
１
０
０
万
人
目
と
な
っ
た
の

は
、
埼
玉
県
久
喜
市
の
主
婦
・
柚
木
美
子
さ
ん

（
43
）。
連
休
を
利
用
し
て
、
家
族
４
人
で
県
内

を
旅
行
中
に
立
ち
寄
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
思

い
が
け
な
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
驚
い
て
い
ま
し

た
。今

年
開
門
10
周
年
を
迎
え
る
白
石
城
に
つ
い

て
、
柚
木
さ
ん
は
「
白
石
城
は
初
め
て
訪
れ
ま

し
た
が
、
と
て
も
す
ば
ら
し
い
で
す
。」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

◆
◇
◆
◇

開
門
10
周
年
記
念
予
定
イ
ベ
ン
ト
◇
◆
◇
◆

▲100万人目、埼玉県久喜市の主婦・柚木美子さん

白
石
城
復
元
5
周
年
記
念「
城
の
会
」

（
平
成
12
年
5
月
20
日
）

片
倉
小
十
郎
白
石
城
入
城
四
百
年
記
念
祭

（
平
成
14
年
10
月
27
日
）

10
月
下
旬

8
月
27
日
（土）
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